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論文内容要旨
 1目的
 周辺部眼底は,代謝面での要求が低い部位であり,従って種々の病的侵襲による影響が少ない"
 とされる。この部位の観察は,多くの研究者により,生体眼又は屍体眼で行なわれている。しか
 し糖尿病に由来すると思われる変化を観察した報告はない。現在迄糖尿病性網膜症は主に眼底後
 極部及び中間周辺鄙に注意が向けられて来たが,鋸状縁近傍及び毛様体は含まれていない。今回
 糖尿病患者群(以下D.M.群)と対照群の網膜周辺部,鋸状縁,毛様体扁平部について比較検討し,
 興味ある知見を得たので報告する。
 豆実験対象及び方法
 対照は昭和55年12月から昭和57年1月迄仙台市立病院眼科外来を訪れたD.M.群100例(181
 眼)と対照群133例(241眼)で両群共に一5、OD塚上の近視,重篤な眼疾患,.外傷の既往のあ
 るものを除いた。D.M.群と対照群の年令構成において■2テストでは0.1%の有意水準で度数
 分布間の有意差はなかった。
 D.M.群の分類にはPatzの分類を改良した。即ち網膜症のないD.M.をA期,背景網膜症の一'
 あるものをB期,増殖前網膜症のあるものをC期,増殖性網膜症のあるものをD期とした。
 周辺部眼底の観察は,患者の両眼を充分散瞳させ,表面麻酔を行ない,ついでEisnerのオラ
 セラタコンタクトレンズを用い,ツァイススリットランプで観察し,所見をスケッチし必要な部
 分を写真撮影した。必要に応じて,オラセラタコンタクトレンズ装着のまま,肘静脈より10%フ
 ルオレスセン液5m1を注入し蛍光眼底撮影と同様に写真撮影し,増感現像を行なった。
皿成績
 眼底周辺部と扁平部には種々な変化が認められるが,比較的特徴的と思われる網膜全層裂隙,
 網膜全層円孔,網膜血点,毛様体扁平部巨大嚢胞(以下巨大嚢胞),網膜血管の白線(以下白線),
 毛様体扁平部の脱色素斑(以下脱色素斑),網膜変性について比較検討した。D.M.群では網膜
 全層裂隙5例(6眼),5.0%(3.3%);網膜全層円孔1例(1眼),1.0%(0.6%);網膜血
 点31例(39眼),3LO%(21.6%);巨大嚢胞8例(11眼),8.0%(6.1%);白線63例(89眼),
 63.0%(49.1%);脱色素斑24例(35眼),24.0%(19.3%);網膜変性59例(84眼),59.0
 %(46.4%)であった。
 対照群では網膜全層裂隙0;網膜全層円孔1例(1眼),0.8%(0.4%);網膜血点5例(5
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 眼),3.8%(2.1%);巨大嚢胞2例(2眼),1.5%(0.8%),白線56例(78眼),42.1%
 (32.3%);脱色素斑19例(28眼),14.3%(11.6彩);網膜変性71例(101眼),53.4%
 (41.9%)であった。
 この中で網膜血点については1%,網膜全層裂隙,巨大嚢胞については5%の有意水準でD.M.
 群に多い結果であった。白線,脱色素斑については両群の間に有意差はなかったがD.M.群に多
 い傾向であった。網膜変性,網膜全層円孔については両群の間にほとんど差はみられなかった。
 D.M.群の網膜全層裂隙は馬蹄形,線状の2種類あり,いずれも49才以上の中高年に多く,1
 例を除いて網膜剥離は伴っていなかった。馬蹄計裂隙は3例(3眼)3個で全例類嚢胞変性巣内
 にあり,弁を有していた。線状裂隙は2例(3眼)3個で,その長径において馬蹄形よりも大き
 ,く,いずれも弁も蓋もなかった。
モ
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 網膜血点はD.M.群において対照群の10倍の出現頻度であった。病期別頻度ではA,B,C,
 D期の順に,病期が進行するにつれて出現頻度高は高くなった。
 巨大嚢胞は毛様体扁平部にみられた半透明棍棒状,無構造の大きな嚢胞で,蛍光撮影を行なう
 と全例において嚢胞腔内に色素が充満した。出現年齢はD.M.群,対照群共に全例50才以上で,
 年齢別出現頻度では,両群共加齢に伴い高くなり,しかもD.M.群は各年代において相当する対
 照群の出現頻度よりも高かった。
 白線は主に類嚢胞変性等の著明なところにみられ,両群共に加齢に伴い出現頻度が高くなり,
 しかもD.M・群は相当する対照群の頻度よりも常に高かった。
 脱色素斑は茶褐色の毛様体扁平部に島状,あるいは点状に現われ,蛍光撮影ではWindow-
 defectの如く染まり,他は染まらなかった。年齢別出現頻度では,60才代を除いて常にD.M.
 群は対照群より高く,又加齢と共に高くなる傾向にあった。
 w要約
 D.M.群では加齢に伴う周辺部眼底における器質的変化が,対照群より高頻度に,かつ早期に
 出現することが明らかとなった。
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 審査結果の.要旨
鈴木孝子
 糖尿病性網膜症は今や失明原因の上位を占めて居るにもかかわらず,その病因は全く不明であ
 る。臨床的研究も専ら後極部と中間周辺部の観察に留まり,それより前方は全く注意されていな
 かった。筆者はオラセラタコンタクトレンズを用い糖尿病患者の周辺部網膜,鋸状縁及び毛様体扁
 平部における病的変化を観察し,対照群と比較することにより糖尿病性網膜症の本態を探ろうと
 した。
 その結果,糖尿病群では網膜周辺部の全層裂隙5例(6眼),全層円孔1例(1眼),網膜血点31
 例(39眼),扁平部巨大嚢胞2例(2眼)は対照群に比し有意に多いことを見出した。その他,扁
 平部脱色素,網膜変性も対照に比べ多い傾向があり,これらの病的変化は対照群では高齢者に多
 くなるにもかかわらず,糖尿病群では若年者にも出現することを見出した。
 これらの結果,糖尿病者では加齢に伴う種々の周辺部及び扁平部の器質的変化が対照より高頻
 度,かつ早期より出現することを明らかにした。従って筆者は糖尿病性網膜症の病因の1つは糖
 尿病による加齢現象の促進であるとの新しい見解を提出した。従って本論文は学位を授与される・
 に価すると考えられる。
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